
中大規模
木造

は じ め よ う ！



はじめ に

　日本では戦後造成された人工林が本格的な利
用期を迎える中、２０１０年１０月に、木材自給
率の向上を目的とする「公共建築物等における木
材の利用の促進に関する法律（公共建築物等木
材利用促進法）」が施行されました。
　それから７年が経過しましたが、全国各地で地
域材を活用して数多くの木造建築が建てられるよ
うになりました。

　木造住宅には慣れていても、中大規模木造と
なると二の足を踏んでしまう設計事務所や工務店
などは少なくないでしょう。しかし、中大規模木
造は、特別な知見や技術がなくてもつくることが
できます。新しい木質材料や技術工法も次々と
登場しており、また法制度の整備や、設計・施工
実務に役立つ情報の公開も進んでいます。

　ここに紹介する「はじめよう！ 中大規模木造」
は、中大規模木造のさらなる普及を期して編さん
したものです。中大規模木造の最近の事例とと
もに、木造の経験が豊富な建築家や識者のアド
バイスを取り上げています。これを機に、より多
くの設計者・施工者、そして発注者が、中大規模
木造への関心を高め、具体的な取り組みへと踏
み出すことを期待しています。
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インタビュー｜ I N T E R V I E W

木造の普及は「気楽な空間」が鍵
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──ＣＬＴ（直交集成板）など、木を使
った建築を数多く設計されていますが、
最近の状況をどのように見ていますか。
隈 ● いまや木造化・木質化は世界的な
潮流と言っていいでしょう。地球環境の
問題とリンクして、木材利用が常識にな
りつつあります。木を使うことは、適切
な森の資源循環につながるという認識
が定着しているのです。
　特に、欧州ではそうした認識が強い。
ある意味では、アメリカ的ではない文明
を率先して探っていこうとしているように
も見えます。ガソリン車の新車販売を禁
止する方針を打ち出す動きも、欧州か
ら出てきましたよね。
──そうした潮流を映すプロジェクトに
はどんなものがありますか。
隈 ● 例えば、2016年秋に完成したスイ
ス・ローザンヌ連邦工科大学のアートラ
ボ「Under One Roof」があります。工
科系大学らしいコンクリートや鉄の箱が
建ち並ぶキャンパスに、全く対照的な木
の箱を挿入しました。
　このプロジェクトはプロポーザルでした
が、大学側は木に対する私の考え方に
賛同してくれました。地域に開かれた大
学を目指していることも、私の木造案を
選んだ背景にはあったようです。単に、
木を使った表現を評価するのではなく、
哲学的な要素や、場所性のようなものも
含めて、木造をとらえているのです。
──ご自身の木造として進化した点は
ありますか。
隈 ● 地域性と、最先端のテクノロジーと
の両面を、木を使って表現した点です。
地域にある民家と同じように、屋根はス
レートで葺いています。一方で、新しい

木造の普及は「気楽な空間」が鍵
国内外で数多くの木造建築を手掛ける建築家の隈研吾氏は、

「今や木材利用は世界の常識」と言う。
20年以上、木造をつくり続ける隈氏が、
その普及に向けて挙げるキーワードは「気楽な空間」。
木造を巡る最近の潮流とともに、普及のためのポイントを語ってもらった。

● 聞き手／小原 隆＝日経BP総研 社会インフラ研究所 上席研究員

（写真 ： 大久保 惠造）
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木造技術も取り入れました。木材を、
両面から鉄板で挟んだコンポジット構造
の柱梁です。鉄板と組み合わせた構造
材にすることで、日本でも一般的な断面
寸法120mmの木材で、大きな空間を
実現しました。鉄板には直径3cmほど
の穴が開いていて、内側の木が見える
ようになっています。
──見たことのない木構造ですね。
隈 ● 今、木の表現は世界中で増えてい
ます。ひと昔前までは、木を使うだけで
喜ばれましたが、今は思い切って振り切
るくらいの気持ちでやらないと、突出し
たものになりません。そのくらい世界の
木造は進化しています。

──国内の木造でも同じようなことが
言えますか。
隈 ● 2017年9月にオープンした「COEDA
 CAFE」は、木材とカーボンファイバー
の混構造の建物です。静岡県熱海市の
「アカオハーブ&ローズガーデン」内にあ

る小さなカフェです。8cm角のヒノキを1
本の幹のように積み上げ、カーボンファ
イバーで引っ張って補強しています。
──木を使うとき、最近、心がけてい
ることはありますか。
隈 ● よく木の温かみと言われますが、加
えて「気楽な空間」であることも大切だ
と思っています。17年春にオープンした
「南三陸さんさん商店街」も、地域性を
大切にしながら、気楽な居場所としてつ
くった木造の建物です。
　震災復興で再生した商店街ですが、
木造に決まるまで少し時間がかかりまし
た。というのは、当初、町の人たちはシ
ョッピングモールのようなイメージを持って
いたからです。
　しかし、モール型の建物は、町の商
店街とは違う。地元っぽく、つっかけで
行ける気楽さが大切だと。そのことを粘
り強く説明していくと、町の人たちが賛
同してくれるようになりました。
　気楽な建物にするには、ごく普通の
木造の平屋で、大きく庇を張り出すこと
が大事だと考えました。厳しいコスト条

件でしたが、南三陸で採れる良質なス
ギを生かしたかったので、構造はごく一
般的な在来工法とし、強度確保と工期
短縮が可能な金物接合工法を採用しま
した。
　平屋の店先には、波板張りの庇を張
り出しています。こうした縁側のような空
間をつくることで、町の人たちが雨や日
差しをしのいで気楽に集まることができる
ようにしました。
──気楽な空間というのは、木造の1
つのキーワードにもなりそうですね。
隈 ● なぜ木を使うと気楽な空間をつくり
やすいのかというと、木という素材に
「雑音」があるからです。節があったり、
色や表情にばらつきがあったりして、素
材自体が雑音を持っている。だから、
建物の完成後、ポスターが張られたり、
装飾が施されたりしても、それを許容す
る懐の深さがあります。
　いろいろな要素が加わってきても受け
入れられることは、建築の長寿命化を
図るうえでも大切なのです。これからは、
建築家のピュアなデザインよりも、使う人

使い方を許容する木造は
建築の長寿命化も図りやすい

スイス・ローザンヌ連邦工科大学のキャンパスに完成したアートラボ。機能の異なる3つの箱を、長さ
235mの大屋根の下に納めている。平屋で、延べ面積は約3500㎡。柱・梁は、木材を鉄板で挟ん
だコンポジット構造。鉄板に穴を開け、内部の木材を見せている　（写真 ： 上の２点もMichel Denance）

｜2016｜Under One Roof 
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たちが自由にデザインしていける気楽さ
が必要です。その意味で、木造は、使
う人、改修する人もすべて含めた「あと
の人」たちにも開かれた建築システムと
も言えるかもしれません。

──木の経年変化や、維持管理に対
する理解は進んでいますか。
隈 ● 少しずつですね。僕の場合、木は
変化していくところに良さがあると思って
います。変化をカッコイイと感じられるよ
うになったら、手を入れて長く飽きずに
使っていけるでしょう。そういう知恵のあ
る社会になってほしいですね。
──実際には、経年変化に対してどの
ような対策を講じていますか。
隈 ● 僕がよく使う方法の1つは「白

しろせん
染」

です。白い塗料を、木肌が透けるくらい
まで薄くして塗ります。クリアラッカーだと、
スギやヒノキは黄色味や赤味が出てしま
いますが、白染をかけると本来の生地
に近く仕上げられます。
　白染は、経年変化にも効果がありま

す。木はグレーっぽい色に変わっていき
ますが、白染をかけると、その時点で少
し時間が経過したような雰囲気になるの
で、変化の進み方が遅く感じられるんで
す。真新しい木が、急にグレーになった
という印象を和らげることができます。
　白染は、使う場所などによって少しず
つ濃さを変えます。木材保護塗料に少
し白を加えることもあり、屋内外で使いま
す。「アオーレ長岡」（12年）では、内
部の木材にも白染をかけました。
　経年変化というのは、不均一に進む
とムラが目立って気になります。それをで
きるだけ防ぐために、張り方や方位など

に気を遣うことも大切です。
──最近、新しい木質材料も出ていま
すが、注目しているものはありますか。
隈 ● CLTを構造材に使う2階建ての建物
を設計しています。今、CLTを使う人
が増えていますが、自分で使ってみて
初めて気付くことがたくさんありますよね。
そういう段階だと思います。でも、その
なかから、それに適した表現や使い方
が提案されてくるでしょう。さらに、それ
を糸口に在来工法の新しい可能性も見
えてくるかもしれません。材料も含め、
木造の幅がどんどん広がってくることを
期待しています。

「白染」は経年変化にも効果
新素材で木造の広がりに期待

東日本大震災で被災した宮城県南三陸町の商店街を、10m
ほど盛り土した土地に再生した。地元の三陸スギを使った在
来木造の平屋。分棟形式で、延べ面積は約3100㎡。各棟
が、縁側のような大きい庇を持つ。2017年3月にオープンし
た　（写真 ： 下も堀越 圭晋／エスエス東京）

｜2017｜南三陸さんさん商店街 

新潟県長岡市の中心市街地につくら
れた複合型の市役所。屋根に覆われ
た「ナカマド」と呼ばれる中庭に、市
役所やアリーナなどの活動が伝わって
くる。内外装に越後スギや和紙など
を使い、温かみのある大空間を生み
出した　（写真 ： Erieta Attali）

｜2012｜アオーレ長岡
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